	科目名

Subject
	授業形態
	単位数
	必修,選択の別
	開講学年
	開講期間

	工作実習

Manufacturing practice
	実習
	３単位
	必修
	２
	通年

	【担当教官】
	大藪　優、田中好一

	【教官室及び連絡先】
	機械工学科棟３階、Tel:0285-20-2206、E-mail:ohyabu@oyama-ct.ac.jp

機械工学科棟１階、Tel:0285-20-2207、E-mail:tanaka@oyama-ct.ac.jp

	【授業目的】
	1. 第１学年の工作実習を基礎とする。

2. 授業内容に示す５つのショップのテ－マを学習する。

3. １つ１つの要素作業の段取りを積み重ねて、完成品を製作する能力・基礎力・応用力・実践力を身に付ける。

4.　全般を通じて安全に対する心構えを養う。

	【学習保証時間】
	実習：３(時間/週)×30(週/年)=90(時間/年)

	【授業キーワード】
	機械工作・鋳造・旋盤・特機・溶接・熱処理

	【授業内容】
	　1.　鋳造作業
2.　旋盤作業

3.　特機作業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

4.　溶接作業
5.　　　　　熱処理

	【授業方法】
	５班８名編成のもと，１テーマを６週で完了して年間５テーマの内容を行う。

各ショップごとの担当教官ならびに技術職員により実施する。

	【時間毎の授業項目】
	　1.　鋳造実習・・・・鋳造についての説明　　　　　　　　　　　　　　　
　　　(　６週)　　　　　粘土を用いた鋳型製作およびロウを用いた鋳込み作業

鋳物砂を用いた鋳型製作　　

　　　　　　　　　　　　アルミニウムを用いた鋳込み作業

　　　　　　　　鋳物製品の仕上げ加工　　　

	
	2.　旋盤実習・・・・テ－パ・ネジ付きシャフトの製作　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　（６週）　　　　外丸削り、端面削り、段削り、溝削り、テ－パ削り　　

3.　特機実習・・・・横フライス盤と形削盤による平行台の製作

　（６週）　　　　平行・直角を考えた平面削り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

4.　溶接実習・・・・水槽製作と水漏れ試験、溶断、ア－ク溶接　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　(６週)　　　　　　　　　
5.　　　　　熱処理実習・…炭素鋼の焼入れの基礎と方法　　　　　　　　　　

　　(６週)　　　炭素鋼の焼戻しの基礎と方法　　　　

　　　　　　　　その金属組織と硬度試験及びシャルピ－衝撃試験

	【教科書】
	　特になし。各ショップで配布のテキスト・プリントを使用する。

	【参考書】
	ものづくり教育研究センタ－｢安全の手引き｣

平井・和田・塚本共著「機械工作法」コロナ社

鈴木・高村・大藪共著「よくわかる工業材料」オ－ム社

	【学習方法】
	予習―次回の作業に入る際に，内容を確認しておくこと。

実習―実習内容を理解し，課題を自分の力で解けるようにする。

復習―実習終了後に，内容をまとめること。

	【成績評価の方法と基準】
	出席，課題実習，レポート提出の内容を総合的に加味して評価する。

	【定期試験実施方法】
	中間試験・定期試験は実施しない。

	【カリキュラムの中の位置付け】
	機械工学系科目の全分野に関わる重要な実習科目である。

	【この科目を学ぶために先行して

　理解する必要のある科目】
	特になし。

	【この科目と同時に学ぶ関連科目】
	機械工作法、材料学

	【この科目の後に学ぶ関連科目】
	機械工作法、材料学

	【学生へのメッセージ】
	· 作業衣、安全帽子、安全靴、メモノ－ト、筆記用具を用意のこと。

· 各テーマ６週ごとにレポートを提出すること。

· 実習は実技を重んじるため，病気，事故等以外に休まないこと。

（休む場合には，予めその理由を担当教官に連絡すること）

· 安全に対する心構えをいつも持つこと。
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